
株式会社イナテック、平成２３年度永井科学技術財団「技術賞」受賞 
 
・永井科学技術財団賞とは 
  永井科学技術財団とは、新東工業株式会社元会長の故永井嘉吉氏が、昭和５８年、素形材産業の 

発展と躍進のため、学術研究に功績のあった愛知県下の研究者や学術研究団体への顕彰と研究助成 
金の贈呈を目的に、社会奉仕と報恩感謝の精神で私財を投じ設立されたものである。 
 同財団は、愛知県下の素形材に関する試験研究や関連産業を研究する研究者、学術機関を表彰し 
ている。 

 
・永井科学技術財団「技術賞」受賞内容 
  レクサスＬＦＡのトランスミッションに搭載されているオイルセパレータは、一般肉厚１．５ｍｍ 
と一般の砂型鋳造では製作不可能とされている厚さであり、また内蔵物とのクリアランスは約１ｍｍ 
と狭いため、一般の砂型鋳造以上のダイカスト並みの高精度が要求されていたが、当社はその製作を

実現することができた。 
その結果、当社の軽合金のダイカスト並み高精度薄肉砂型鋳造技術が評価され、受賞に至った。 
 

 
 
 
 
 
 

レクサスＬＦＡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オイルセパレータ 
 

イナテックの技術レベル 
項目 従来の砂型鋳造 イナテック精密砂型鋳造 
肉厚 ２．５ｍｍ １．５ｍｍ 
寸法精度 ＣＴ９（±１．０ｍｍ） ＣＴ６（±０．３ｍｍ） 
鋳肌 ５０Ｓ ２５Ｓ 
試作品リードタイム ６週間 ３週間 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月７日 日刊工業新聞 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受賞のときの写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



表彰の盾を持つ稲垣社長（右）、新實製造部部長（左）




